
保育所利用アンケート調査結果 

保育所利用者の満足度に関わる調査 

● 調査目的    

 

２０万市民の保育行政の推進及び公立保育所民営化の検討にあたり、現状の市全体の保育所（園）利用者の利用満足

度や保育ニーズを調査することを目的としたアンケートを実施しました。 

 

● 調査方法  

 

 ① 調査対象 ： 市内在住かつ市内保育所を利用している保育所（園）利用保護者のうち 1,000 世帯を対象 

 

 ② 抽出方法 ： 無作為抽出（平成 18 年 8 月 1 日現在保育所（園）利用抽出世帯のうち、200 世帯は公立保育所 

            の利用世帯、800 世帯は私立保育所利用世帯より抽出。） 

 

 ③ 調査方法 ： 保育所（園）経由による手渡し、封筒による郵送回収 

● 標記に関する注釈  

 

公立は公立保育所利用者を示し、私立は私立保育所利用者を示します。満足度は、回答として「はい」、「どちらかといえ

ばはい」を合計したものを百分率（％）で表示しています。Ｑ21、Ｑ22、Ｑ23 は公立、私立とも選択件数÷回収件数を百分

率（％）で表示しています。なお、比率は小数点第１位を四捨五入して表示しています。そのため、比率の合計が１００％

となっていない場合があります。 



● 回収結果  

 

本調査の回収率は５８.５％となりました。属性別には、公立保育所利用者の回収率が６４.０％、私立保育園の利用者が

５７.１％となっています。 
 公立保育所 私立保育園 計 

母 集 団 ８７６ ３，６８０ ４,５５６ 

抽 出 数 ２００ ８００ １,０００ 

回 収 数 １２８ ４５７ ５８５ 

回 収 率 ６４.０％ ５７.１％ ５８.５％ 

 

 

 

 

 

 

 

 



● 調査結果の概要について  

子どもと保育内容について 

本市における保育所に通所している児童の９０％以上は、利用保護者から見て喜んで保育所に通っていると評価されています。子ども

の保育所（園）に対する満足度（回答項目「はい」と「どちらかといえばはい」の合計値）は、概ね高いことが伺われます。また、子どもと

保育内容、保育士との関わりも概ね満足でいった結果が出ています。 

 

 



保育所（園）について 

Ｑ4では、子どもの様子に対する保護者と保育所園とのコミュニケーション、Q7保育士の人数において公立保育所と私立保育所の満足

度の内訳に差が生じています。公立保育所の利用者ではＱ6 保育士間での子どもの情報の共有化やＱ7 保育士人数に対する評価とし

てより肯定的な意見である「はい」が 30％台にとどまっています。

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



Ｑ10 保育所（園）で行う行事やイベントへの参加のしやすさに対する満足度において公立保育所と私立保育所に差が生じています。Ｑ

11 公立保育所、私立保育所とも満足度が７０％台となっています。Ｑ12 保護者からの意見や苦情に対しての対応は概ね満足度が高い

ものの「どちらかといえばはい」の意見が多くなっています。 

 

 



Ｑ13 園での様子や行事などのお知らせを保護者に伝えるクラスだよりは、私立保育所利用者の評価が高い結果となっています。Ｑ15

では、保育所（園）が子どもの成長や保護者に対し重要な役割を担っていることが伺えます。 

 

 



給 食 等 に つ い て 

Ｑ17 子どもの食事状況についての説明では、公立保育所、私立保育所ともに７０％台にとどまっています。Ｑ18 子どもの成長に適した

食事内容やＱ２０献立や献立表に対する満足度は公立保育所、私立保育所ともに高い評価を得ています。 

 



その他 

Ｑ２１保育所利用者は、「家に近いから」「職場への通勤が便利だから」など日常生活における利便性を重視して保育所を選んでいる結

果がでています。公立保育所利用者においては、約８割が「家から近いから」「職場への通勤が便利だから」を選択しています。私立保

育所利用者においては約４人に１人程度が「保育内容がよい」という理由で保育所を選択しています。 

 



Ｑ２２公立保育所利用者、私立保育所利用者ともに「園の雰囲気」「保育士（園長）の質」「園の保育方針」をよい点として評価しています。

公立、私立を相対的に比較した場合、公立保育所利用者は、「地域との交流」「保護者と園との関わり」の点に特徴が見られ、私立保育

所利用者においては、「給食内容（食育の取り組み）」、「おけいこ事などの教育面」において公立保育所利用者より積極的に評価して

います。 

 



Ｑ２３今後の保育サービスとして、公立保育所利用者、私立保育所利用者ともに２０％を超えている要望項目として「土曜保育時間の延

長」「休日保育の実施」「おけいこ事（知的教育）の実施」があげられています。また、「保育士の能力アップ」「子育て相談の充実」「学童

保育の充実」などが準じて高い要望項目としてあげられています。特に公立保育所利用者においては、「土曜保育時間の延長」「おけ

いこ事（知的教育）の充実」「お泊り保育の実施」の３項目において３０％を超えており強い要望があることが推察されます。 

 



 

 

 


